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Ⅰ 調査概要                           
 

１ 調査の目的                               

 

 令和 6 年度から令和 8 年度までを期間とする「四万十市高齢者福祉計画・第 9 期介

護保険事業計画」の策定にあたり、基礎資料を得ることを目的に、アンケート調査を実

施しました。 

 

２ 調査の内容                             

 

■調査実施内容 

 

調査対象 
令和 4年 12月 1日現在、四万十市在住の 65歳以上 

（要介護１～5を除く）の市民 

調査実施期間 令和 5年 3月 13日～４月 24日 

配布・回収方法 郵送による配布・回収 

配布数 10,400 

回収数 7,779 

回収率 74.8％ 

 

■報告書の見方 

○回答結果の割合「％」は、回答者数（ｎ）に対して、それぞれの回答数の割合を小数点

以下第 2位で四捨五入しています。そのため、単数回答（複数の選択肢から 1つの選択

肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100％にならない場合があります。 

○複数回答（複数の選択肢から 2つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問の場合、回答は選択肢

ごとの回答者数（ｎ）に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、「％」合計

が 100％を超える場合があります。 

○グラフ及び表中のｎ（number of case）は、集計対象者総数です。 

○介護予防・日常生活圏域ニーズ調査にいて、回収数（全体数）は 7,779 件ですが、回答

者の属性を紐づけられない回答があり、（ｎ）値の合計が異なる場合があります。 

○グラフを見やすくするために、軸の最大値が 100％でない場合があります。 
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46.7 51.3 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=7779

前期高齢者（65-74歳） 後期高齢者（75歳以上） 無回答

Ⅱ 回答者の属性                        
 

１ 回答者                                 

 

アンケートの回答者は、「ご本人が記入」の割合が 83.4％、「ご家族が記入」8.3％、「その他」

0.3％となっています。 

 

【全体】 

 

２ 性別                                 

 

アンケートへの回答者の性別では、「男性」の割合が42.6％、「女性」の割合が57.4％となっ

ています。 

 

【全体】 

 
３ 年齢構成                                

 

年齢区分別でみると、「前期高齢者（65～74歳）」の割合が46.7％、「後期高齢者（75歳

以上）」の割合が 51.3％となっています。 

 

【全体】 

 

 

 

 

  

83.4 8.3

0.3

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n＝7779

ご本人が記入 ご家族が記入 その他 無回答

42.6 57.4 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=7779

男性 女性 無回答
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４ 介護区分                              

 

介護区分では、「一般高齢者」の割合が82.8％と最も高く、次いで「わからない」3.5％、「要

支援1」1.9％、「要支援2」1.6％となっています。 

 

【全体】 

 
 

５ 地区                               
 

居住地区では、「中村地区」の割合が 28.1%と最も高く、次いで「東山地区」16.2%、「具同

地区」9.2%、「東中筋地区」8.6%となっています。 

 

【全体】 

 
 

  

82.8

1.9 1.6 3.5

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=7779

要介護度なし 要支援１ 要支援２ わからない 無回答

28.1

16.2

9.2

8.6

6.2

5.1

4.9

3.9

3.6

3.3

3.1

2.7

2.5

2.6

0% 10% 20% 30%

中村

東山

具同

東中筋

中筋

八束

下田

蕨岡

後川

大川筋

富山

津大

江川崎

無回答

n=7779



4 

 

Ⅲ 調査の結果                              

 

１ 家族や生活状況について                        

 

（１） 家族構成を教えてください。（単数回答） 

家族構成では、「夫婦2人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合が38.7％と最も高く、次いで

「一人暮らし」24.8％、「息子・娘との2世帯」13.9％、「その他」15.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「一人暮らし」が1.6ポイント増加しています。他の選択肢では1ポ

イント以下の増加・減少と、全体を通して家族構成に大きな変更はみられません。 

性別でみると、「一人暮らし」の割合では「女性」29.1％、「男性」19.1％と、「女性」の方が

「男性」より10.0ポイントが高くなっており、「夫婦2人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合

では「男性」45.4％、「女性」33.8％と、「男性」の方が「女性」より11.6ポイント高くなって

います。 

年齢区分別でみると、「一人暮らし」の割合では「後期高齢者」28.3％、「前期高齢者」20.8％

と、「後期高齢者」の方が「前期高齢者」より7.5ポイントが高くなっており、「夫婦2人暮らし

（配偶者65歳以上）」の割合では「前期高齢者」42.0％、「後期高齢者」36.2％と、「前期高齢

者」の方が「後期高齢者」よりも5.8ポイント高くなっています。 

 

【全体・前回調査・性別・年齢区分別】 

 
 

【その他の回答】（全40件） 

・いとこの嫁    ・施設職員・グループホーム世話人（６件） 

・兄     ・友人・知人（５件） 

・親と子との3世帯   ・親戚（甥・姪）（2件） 等 

 

  

24.8

23.2

19.1

29.1

20.8

28.3

38.7

38.1

45.4

33.8

42.0

36.2

4.4

5.1

7.4

2.1

6.7

2.3

13.9

14.4

11.6

15.6

11.6

16.0

15.7

15.9

14.1

16.9

17.4

14.3

2.5

3.3

2.5

2.4

1.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=7779）

前回調査

（n=8011）

男性（n=3311）

女性（n=4461）

前期高齢者

（n=3630）

後期高齢者

（n=3994）

一人暮らし 夫婦2人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦2人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との2世帯

その他 無回答

年
齢
区
分
別

性
別
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83.9

80.0

4.7

7.3

5.8

5.7

5.6

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

介護・介助は必要ない
何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない
現在、何らかの介護を受けている
無回答

（２） あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（単数回答） 

介護・介助の状況では、全体は「介護・介助は必要ない」の割合が 83.9％となっており、次

いで「現在、何らかの介護を受けている」5.8％、「何らかの介護・介助は必要だが、現在受けて

いない」4.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「介護・介助は必要ない」の割合が3.9ポイント増加しており、「何ら

かの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が2.6ポイント減少しています。 

世帯類型別でみると、「介護・介助は必要ない」の割合では「夫婦 2 人暮らし（配偶者 65 歳

以上）」が 92.7％と他の世帯類型よりも高くなっており、「何らかの介護・介助は必要だが、現

在は受けていない」の割合では「1人暮らし」が7.4％と高くなっています。「現在、何らかの介

護を受けている」の割合では「息子・娘との2世帯」が10.1％と高くなっています。 

年齢別でみると、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」と「現在、何らかの

介護を受けている」の割合は、100歳以上を除いてともに年齢が上がるほど、割合が高くなって

います。 

 

【全体・前回調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯類型別】 

 
  

85.3 

92.7 

90.2 

85.0 

88.7 

7.4 

3.3 

5.2 

4.8 

4.8 

7.3 

3.9 

4.6 

10.1 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人暮らし（n=1820）

夫婦2人暮らし

（配偶者65歳以上）

（n=2903）

夫婦2人暮らし

（配偶者64歳以下）（n=326）

息子・娘との2世帯

（n=1016）

その他（n=1163）

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている
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【年齢別】 

 
 

① （２）で「2．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」または

「3. 現在、何らかの介護を受けている」と答えた方のみお答えください。 

介護・介助が必要になった主な原因は何ですか。（複数回答） 

介護・介助が必要になった主な原因では、「高齢による衰弱」の割合が23.1％と最も高く、次

いで「骨折・転倒」17.0％、「関節の病気（リウマチ等）」13.2％、「その他」12.9％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

  

97.0 

95.4 

92.4 

84.2 

68.5 

51.5 

26.7 

33.3 

1.3 

2.1 

3.5 

8.5 

14.3 

17.6 

15.6 

0.0 

1.7 

2.5 

4.2 

7.3 

17.2 

30.9 

57.8 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65-69歳（n=1592）

70-74歳（n=2087）

75-79歳（n=1536）

80-84歳（n=1089）

85-89歳（n=691）

90-94歳（n=262）

95-99歳（n=45）

100歳以上（n=3）

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている
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【全体・前回調査】 

 
 

【その他の回答】（全90件） 

・脳腫瘍摘出後    ・筋力の低下 

・精神疾患、うつ病（６件）  ・腰痛、ヘルニア（4件） 

・病名はないが痛むところが多い  ・自分で分からない 

・小児麻痺    ・交通事故（4件） 

・高血圧（９件）    ・高齢（5件） 等 

 

  

23.1

17.0

13.3

12.8

12.2

10.2

10.0

9.4

7.5

7.2

5.9

5.4

2.3

1.8

1.5

14.4

24.5

16.0

13.1

14.9

12.2

11.7

9.6

9.2

6.1

7.6

5.7

4.5

1.9

1.6

0.8

16.7

0% 10% 20% 30%

高齢による衰弱

骨折・転倒

関節の病気（リウマチ等）

その他

心臓病

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

糖尿病

視覚・聴覚障害

がん（悪性新生物）

認知症(アルツハイマー病等)

脊椎損傷

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

パーキンソン病

腎疾患（透析）

不明

無回答

全体

(n=818)

前回調査

(n=1039)
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② （２）で「3. 現在、何らかの介護を受けている」と答えた方のみお答えください。 

主にどなたの介護、介助を受けていますか。（複数回答） 

主な介護・介助者では、「配偶者（夫・妻）」の割合が30.8％と最も高く、次いで「娘」27.7％、

「息子」22.8％、「介護サービスのヘルパー」17.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「介護サービスのヘルパー」の割合が6.８ポイント減少しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【その他の回答】（全46件） 

・デイサービス（３件）  ・訪問看護・リハビリ（2件） 

・介護支援専門員（2件）  ・グループホーム・施設（５件） 

・友人・知人（2件）   ・病院・入院介護（10件）  

・親（2件）    ・親戚（8件） 等 

  

30.8

27.7

22.8

17.0

13.9

7.7

5.1

4.4

4.4

30.0

30.2

22.5

23.8

15.2

8.8

6.2

4.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者(夫・妻)

娘

息子

介護サービスのヘルパー

その他

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

無回答

全体

(n=452)

前回調査

(n=453)
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（３） 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（単数回答） 

現在の暮らしの状況では、全体は「ふつう」の割合が54.1％と最も高くなっています。『苦し

い』（「大変苦しい」と「やや苦しい」の合計、以下同じ）の割合が 38.4％となっており、一方

『ゆとりがある』（「大変ゆとりがある」と「ややゆとりがある」の合計）の割合が4.7％と、そ

の差が33.7ポイントとなっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

世帯類型別にみると、『苦しい』の割合が「1人暮らし」（43.9％）と「夫婦2人暮らし（配偶

者64歳以下）」（43.3％）と4割を超えており、他の世帯類型よりも高くなっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【世帯類型別】 

 
 

 

  

11.1 

10.0 

27.3 

26.4 

54.1 

56.2 

4.0 

3.6 

0.7 

0.5 

2.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

大変苦しい やや苦しい ふつう

ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

14.0 

9.3 

15.6 

8.6 

11.5 

29.9 

25.7 

27.7 

26.8 

28.4 

49.0 

57.5 

50.7 

57.2 

53.9 

3.4 

4.5 

4.1 

4.4 

3.9 

0.9 

0.9 

0.0 

0.5 

0.4 

2.7 

2.1 

1.8 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人暮らし（n=1931）

夫婦2人暮らし（配偶

者65歳以上）（n=3013）

夫婦2人暮らし（配偶

者64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答
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（４） お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか。（単数回答） 

住まいの住居形態では、「持家（一戸建て）」の割合が86.8%と最も高く、次いで「借家」3.8%、

「民間賃貸住宅（集合住宅）」3.0%、「民間賃貸住宅（一戸建て）」1.6%の順になっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

 
 

 

  

86.8 

3.8 

3.0 

1.6 

1.4 

1.0 

0.6 

1.9 

86.5 

3.7 

2.8 

1.3 

1.3 

1.0 

0.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家（一戸建て）

借家

民間賃貸住宅（集合住宅）

民間賃貸住宅（一戸建て）

その他

公営賃貸住宅

持家（集合住宅）

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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２ からだを動かすことについて                      

 

（１） 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。（単数回答） 

階段を手すり等を使用せずに昇れるかどうかでは、「できるし、している」の割合が60.2％と

最も高く、次いで「できるけどしていない」18.6％、「できない」18.3％となっています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

（２） 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。（単数回答） 

椅子から何もつかまらずに立ち上がれるかどうかでは、「できるし、している」の割合が74.0％

と最も高く、次いで「できない」13.2％、「できるけどしていない」10.3％となっています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

 

 

  

60.2 

59.1 

18.6 

17.9 

18.3 

19.5 

3.0 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

74.0 

73.3 

10.3 

10.0 

13.2 

14.0 

2.5 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答
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（３） 15 分位続けて歩いていますか。（単数回答） 

15 分位続けて歩けるかどうかでは、「できるし、している」の割合が68.3％と最も高く、次

いで「できるけどしていない」19.7％、「できない」9.6％となっています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

（４） 過去 1 年間に転んだ経験がありますか。（単数回答） 

過去1年間における転倒経験では、「ない」の割合が65.7％と最も高く、次いで「1度ある」

19.6％、「何度もある」12.7％となっており、『転倒経験がある』（「何度もある」と「1度ある」

の合計）が32.3％と3割を超えています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

 

  

68.3 

67.6 

19.7 

19.6 

9.6 

10.4 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

12.7 

12.8 

19.6 

19.4 

65.7 

65.8 

2.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

何度もある １度ある ない 無回答
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（５） 転倒に対する不安は大きいですか。（単数回答） 

転倒に対する不安では、「やや不安である」の割合が 34.5％と最も高くなっています。『不安

である』（「とても不安である」と「やや不安である」の合計）の割合が 50.6％と、過半数が転

倒への不安を抱えています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

（６） 週に 1 回以上は外出していますか。（単数回答） 

1週間当たりの外出回数では、「週5回以上」の割合が45.1％と最も高く、次いで「週2～4

回」35.2％、「週1回」11.8％となっており、「ほとんど外出しない」は5.8％となっています。 

前回調査との比較では、「週5回以上」の割合が3.1ポイント減少していますが、概ね同様な

傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

 

 

  

15.9 

16.1 

34.5 

33.4 

25.7 

25.5 

21.6 

22.4 

2.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

とても不安である やや不安である あまり不安ではない 不安ではない 無回答

5.8 

5.3 

11.8 

11.6 

35.2 

33.0 

45.1 

48.2 

2.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

ほとんど外出しない 週１回 週2～4回 週5回以上 無回答
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（７） 昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（単数回答） 

昨年と比較した外出回数の減少では、「減っていない」の割合が43.9％と最も高く、次いで「あ

まり減っていない」30.7％、「減っている」20.1％、「とても減っている」3.9％となっています。

『減っていない』（「減っていない」と「あまり減っていない」の合計）の割合が74.6％と7割

を超え、『減っている』（「とても減っている」と「減っている」の合計、以下同じ）が24.0％と

なっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっていますが、『減っている』の割合が3.6 ポイ

ント増加しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

（８） 外出を控えていますか。（単数回答） 

外出を控えているかどうかでは、「はい」の割合が22.0％、「いいえ」69.3％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

  

3.9 

3.2 

20.1 

17.2 

30.7 

30.3 

43.9 

47.5 

1.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない 無回答

22.0 

19.7 

69.3 

71.7 

8.7 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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① （８）で、「1 はい」と答えた方のみお答えください。 

外出を控えている理由は、次のどれですか。（複数回答） 

外出を控えている理由では、「足腰などの痛み」の割合が45.1％と最も高く、次いで「その他」

22.8％、「交通手段がない」18.3％、「外での楽しみがない」17.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「その他」の割合が11.2ポイントと、最も増加しており、その他の理

由として、「新型コロナ感染症」を理由とされる方が7割を占めています。また、「足腰の痛み」

の割合が、5.7ポイントと最も減少しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【その他の回答】（全342 件） 

・新型コロナ感染症対策のため   ２４１件（70.5％） 

・怪我等を含む体調不良・体力の低下   ２７件 

・家族の介護・介助のため    １０件 

・交通費等の節約のため     １０件 

・不安、出ていく気がしない     9 件 

・交通手段がない（車利用を控えているなど）  ７件 等  

45.1

22.8

18.3

17.6

15.7

15.0

11.8

8.9

7.3

2.6

3.0

50.8

11.6

18.3

16.6

18.4

17.3

12.6

11.3

9.7

2.7

0.9

0% 20% 40% 60%

足腰などの痛み

その他

交通手段がない

外での楽しみがない

トイレの心配(失禁など) 

病気

経済的に出られない

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

障害(脳卒中の後遺症など)

無回答

全体

(n=1717)

前回調査

(n=1582)
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（９） 外出する際の移動手段は何ですか。（複数回答） 

外出時の移動手段では、「自動車（自分で運転）」の割合が66.6％と最も高く、次いで「徒歩」

36.0％、「自動車（人に乗せてもらう）」21.9％、「自転車」16.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「自動車（自分で運転）」が2.4ポイント増加し、「自転車」が3.9ポ

イント減少、「自動車（人に乗せてもらう）」が2.7ポイント減少しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【その他の回答】（全８５件） 

・まちのバス（22件）  ・デマンドタクシー（7件） 

・介護タクシー（4件）  ・杖（6件） 

・外出しない（2件）   ・押し車 等 

  

66.6

36.0

21.9

16.7

6.7

4.5

3.4

2.0

1.6

1.4

1.0

0.2

0.2

3.6

64.2

37.9

24.6

20.6

7.9

5.2

3.9

1.9

2.4

1.9

1.3

0.2

0.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

自動車（自分で運転）

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

自転車

タクシー

路線バス

バイク

歩行器・シルバーカー

電車（汽車）

その他

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)



17 

 

３ 食べることについて                         

 

（１） ＢМＩ（身長・体重を記入） 

身長及び体重の回答から算出したＢМＩ値では、「普通（18.5以上25未満）」の割合が64.6％

と最も高く、次いで「肥満（25以上）」20.8％、「やせ型（18.5未満）」8.6％となっています。 

 

【全体】 

 
 

（２） 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。（単数回答） 

半年前と比べて固いものが食べにくくなったかどうかでは、「はい」の割合が 34.0％、「いい

え」が63.0％となっています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

  

8.6 64.6 20.8 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

やせ型 18.5未満 普通 18.5以上25未満 肥満 25以上 無回答

34.0

34.2

63.0

63.3

3.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

はい いいえ 無回答
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（３） お茶や汁物等でむせることがありますか。（単数回答） 

お茶や汁物等でむせることがあるかどうかでは、「はい」の割合が 29.0％、「いいえ」の割合

が68.1％となっています。 

前回調査との比較では、「はい」の割合が3.0ポイント高くなっています。 

 

【全体】 

 
 

（４） 口の渇きが気になりますか。（単数回答） 

口の渇きが気になるかどうかでは、「はい」の割合が 25.6％、「いいえ」の割合が 70.9％と

なっています。 

前回調査との比較では、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

（５） 歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか。（単数回答） 

歯磨きを毎日しているかどうかでは、「はい」の割合が87.5％と8割を超え、「いいえ」の割

合が9.6％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

  

29.0

26.0

68.1

71.2

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

はい いいえ 無回答

25.6

25.9

70.9

70.6

3.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

はい いいえ 無回答

87.5

88.7

9.6

8.9

2.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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（６） 歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください。（単数回答） 

（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32 本です。） 

歯の数と入れ歯の利用状況では、「自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用」の割合が37.6％

と最も高く、次いで「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」27.1％、「自分の歯は 19 本

以下、入れ歯の利用なし」13.6％、「自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用」10.8％となっ

ています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっていますが、「自分の歯は20本以上、入れ歯の

利用なし」が2.8ポイント高くなっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

① 噛み合わせは良いですか。（単数回答） 

かみ合わせが良いかどうかでは、「はい」の割合が64.9％、「いいえ」の割合が19.6％となっ

ています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
  

10.8

11.0

27.1

24.3

37.6

38.9

13.6

13.7

11.0

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

64.9

62.6

19.6

18.2

15.5

19.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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② 6 で、「1.自分の歯は 20 本以上、かつ入れ歯を利用」「3.自分の歯は 19 本以

下、かつ入れ歯を利用」と答えた方のみお答えください。 

毎日入れ歯の手入れをしていますか。（単数回答） 

入れ歯を利用している人が毎日入れ歯の手入れをしているかどうかでは、「はい」の割合が

84.3％と8割を超え、「いいえ」の割合が5.7％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

（７） ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか。（単数回答） 

6 か月間で体重の減少があったかどうかでは、「はい」の割合が 10.7％、「いいえ」の割合が

83.9％と8割を超えています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体】 

 

  

84.3

85.4

5.7

4.1

10.0

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=3762)

前回調査

(n=3993)

はい いいえ 無回答

10.7

10.4

83.9

82.7

5.4

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

はい いいえ 無回答



21 

 

（８） どなたかと食事をともにする機会はありますか。（単数回答） 

誰かと食事をともにする機会の有無では、「毎日ある」の割合が51.9％と最も高く、次い

で「月に何度かある」14.1％、「ほとんどない」11.8％、「年に何度かある」10.4％となっ

ています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっていますが、「ほとんどない」が 3.0 ポイ

ント増加しています。 

性別でみると、「毎日ある」では「男性」55.1％、「女性」49.6％と、「男性」の方が「女

性」よりも 5.5 ポイント高くなっていますが、「ほとんどない」では、女性が 9.1％に対し

て、男性が 15.4％と 6ポイント以上高くなっています。 

年齢区分別にみると、「毎日ある」では「前期高齢者」58.2％、「後期高齢者」46.5％と、

「前期高齢者」が 11.7 ポイント高くなっており、「ほとんどない」では、「前期高齢者」9.7％、

「後期高齢者」13.5％と、「後期高齢者」が3.8 ポイント高くなっています。 

世帯類型をみると、「1人暮らし」では「月に何度かある」が 29.4％と最も高く、次いで

「ほとんどない」24.9％と高くなっています。「毎日ある」は6.3％と 1割を切っています。

他の世帯類型は、「毎日ある」が 6割台、「ほとんどない」が1割未満と同じ傾向となってい

ます。 

 

【全体】 

 
 

  

51.9

51.6

8.3

9.3

14.1

16.6

10.4

10.7

11.8

8.8

3.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある

年に何度かある ほとんどない 無回答
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【性別・年齢区分別・家族構成別】 

 
  

51.9

55.1

49.6

58.2

46.5

6.3

68.5

66.1

67.5

65.9

8.3

6.1

9.9

8.1

8.3

15.9

4.8

7.1

7.0

7.0

14.1

10.3

17.0

12.0

16.2

29.4

9.4

9.1

8.1

8.6

10.4

9.5

11.1

9.1

11.7

20.8

6.9

7.7

6.8

7.2

11.8

15.4

9.1

9.7

13.5

24.9

7.0

5.9

7.3

8.1

3.5

3.6

3.3

2.9

3.8

2.7

3.4

4.1

3.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性（n=3311）

女性（n=4461）

前期高齢者（n=3630）

後期高齢者（n=3994）

1人暮らし（n=1931）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦2人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘と2世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある

年に何度かある ほとんどない 無回答

性
別

年
齢
区
分
別

世
帯
類
型
別
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４ 毎日の生活について                         

 

（１） 物忘れが多いと感じますか。（単数回答） 

物忘れが多いと感じるかどうかでは、「はい」の割合が43.9％、「いいえ」の割合が53.4％と

なっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

（２） 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか。（単数回答） 

自分で電話番号を調べ、電話をかけているかどうかでは、「はい」の割合が89.0％と8割を超

え、「いいえ」の割合が9.1％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

 

  

43.9 

44.3

53.4 

55.7

2.7 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

89.0 

90.1

9.1 

8.7

1.9 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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（３） 今日が何月何日かわからない時がありますか。（単数回答） 

今日が何月何日かわからない時があるかどうかでは、「はい」の割合が 26.6％、「いいえ」の

割合が71.3％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

（４） バスや電車を使って一人で外出していますか。（自家用車でも可）（単数回答） 

バスや電車を使って一人で外出しているかどうかでは、「できるし、している」の割合が75.8％

と最も高く、次いで「できるけどしていない」13.9％、「できない」7.6％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

 

  

26.6 

26.6

71.2 

71.7

2.2 

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

75.8 

77.1

13.9 

13.1

7.6 

7.4

2.8 

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答
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【年齢別】 

 年齢別によるバスや電車を使っての1人での外出について「できるし、している」をみると、

「65～69 歳」の割合が 88.5％となっていますが、以降年齢が上がるほど割合が低くなってお

り、「95～99歳」では14.9％となっています。 

 

 
 

（５） 自分で食品・日用品の買物をしていますか。（単数回答） 

自分で食品・日用品の買物をしているかどうかでは、「できるし、している」の割合が82.6％

と最も高く、次いで「できるけどしていない」12.1％、「できない」3.6％となっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

  

88.5%

86.9%

79.5%

71.2%

53.3%

39.2%

14.9%

0.0%

10.1%

11.0%

15.6%

17.7%

22.6%

20.1%

21.3%

0.0%

1.4%

2.1%

4.9%

11.1%

24.1%

40.7%

63.8%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65-69歳(n=1625)

70-74歳(n=2145)

75-79歳(n=1574)

80-84歳(n=1125)

85-89歳(n=734)

90-94歳(n=268)

95-99歳(n=47)

100歳以上(n=1)

できるし、している できるけどしていない できない

82.6 

82.6

12.1 

12.4

3.6 

3.8

1.7 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答
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【年齢別】 

 年齢別に食品・日用品の買い物について、「できる、している」をみると、「65～69歳」の割合

が 91.1％となっていますが、以降年齢が上がるほど割合が低くなっており、「95～99 歳」では

37.5％となっています。 

 

 
 

（６） 自分で食事の用意をしていますか。（単数回答） 

自分で食事の用意をしているかどうかでは、「できるし、している」の割合が72.9％と最も高

く、次いで「できるけどしていない」17.7％、「できない」6.3％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体】 

 
 

  

91.1%

88.7%

83.8%

82.0%

68.6%

63.7%

37.5%

100.0%

8.3%

9.9%

13.9%

14.1%

19.2%

18.0%

20.8%

0.0%

0.6%

1.4%

2.3%

3.9%

12.1%

18.3%

41.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65-69歳(n=1633)

70-74歳(n=2161)

75-79歳(n=1597)

80-84歳(n=1142)

85-89歳(n=743)

90-94歳(n=278)

95-99歳(n=48)

100歳以上(n=1)

できるし、している できるけどしていない できない

72.9 

72.1

17.7 

19.8

6.2 

6.8

3.2 

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答
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（７） 自分で請求書の支払いをしていますか。（単数回答） 

自分で請求書の支払いをしているかどうかでは、「できるし、している」の割合が79.7％と最

も高く、次いで「できるけどしていない」13.2％、「できない」3.8％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体】 

 
 

（８） 自分で預貯金の出し入れをしていますか。（単数回答） 

自分で預貯金の出し入れをしているかどうかでは、「できるし、している」の割合が80.7％と

最も高く、次いで「できるけどしていない」12.1％、「できない」4.3％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体】 

 
 

  

79.7 

80.8

13.2 

13.7

3.8 

3.8

3.3 

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

80.7 

81.3

12.1 

13.0

4.3 

4.5

3.0 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答



28 

 

（９） 年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか。（単数回答） 

年金などの書類を書けるかどうかでは、「はい」の割合が87.0％と8割を超え、「いいえ」の

割合が10.0％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体】 

 
 

（10） 新聞を読んでいますか。（単数回答） 

新聞を読んでいるかどうかでは、「はい」の割合が71.6％、「いいえ」の割合が25.5％となっ

ています。 

前回調査と比較すると、「はい」の割合が4.7ポイント減少しています。 

 

【全体】 

 

  

87.0 

87.8

10.0 

10.7

3.0 

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

はい いいえ 無回答

71.6 

76.3

25.5 

22.2

2.9 

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

（n=8011）

はい いいえ 無回答
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（11） 本や雑誌を読んでいますか。（単数回答） 

本や雑誌を読んでいるかどうかでは、「はい」の割合が67.4％、「いいえ」の割合が29.6％と

なっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

（12） 健康についての記事や番組に関心がありますか。（単数回答） 

健康についての記事や番組に関心があるかをみると、「はい」の割合が84.6％と8割を超え、

「いいえ」の割合が12.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「はい」の割合が2.9 ポイント減少していますが、概ね同様な傾向と

なっています。 

 

【全体】 

 
 

  

67.4 

68.2

29.6 

30.0

2.9 

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

84.6 

87.5

12.4 

11.0

3.1 

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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（13） 友人の家を訪ねていますか。（単数回答） 

友人の家を訪ねているかどうかでは、「はい」の割合が56.0％、「いいえ」の割合が40.9％と

なっています。 

前回調査と比較すると、「はい」の割合が4.3ポイント減少しています。 

 

【全体】 

 
 

（14） 家族や友人の相談にのっていますか。（単数回答） 

家族や友人の相談にのっているかどうかでは、「はい」の割合が 74.0％、「いいえ」の割合が

22.5％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様な傾向となっています。 

 

【全体】 

 
 

  

56.0 

60.3

40.9 

37.9

3.1 

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

74.0 

75.5

22.5 

21.9

3.5 

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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（15） 病人を見舞うことはできますか。（単数回答） 

病人を見舞うことができるかどうかでは、「はい」の割合が83.5％、「いいえ」の割合が13.1％

となっています。 

前回調査と比較すると、「はい」の割合が7.2ポイント減少しています。 

 

【全体】 

 
 

（16） 若い人に自分から話しかけることはありますか。（単数回答） 

若い人に自分から話しかけることがあるかどうかでは、「はい」の割合が 75.7％、「いいえ」

の割合が20.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「はい」の割合が4.4ポイント減少しています。 

 

【全体】 

 
 

 

  

83.5 

90.7

13.1 

8.0

3.5 

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

75.7 

80.1

20.9 

18.1

3.5 

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答
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（17） 趣味はありますか。（単数回答） 

趣味があるかどうかでは、「趣味あり」の割合が69.6％、「思いつかない」の割合が24.5％と

なっています。 

前回調査と比較すると、「趣味あり」の割合が2.4 ポイント減少していますが、概ね同様の傾

向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【趣味の種類】（全 3984 件） 

・体操   ・TV   ・編み物   ・生け花 

・ウォーキング ・囲碁・将棋  ・園芸・ガーデニング  ・カラオケ 

・映画鑑賞  ・運動   ・グランドゴルフ  ・音楽 

・写真   ・手芸   ・スポーツ鑑賞  ・つり 等 

 

（18） 生きがいはありますか。（単数回答） 

生きがいがあるかどうかでは、「生きがいあり」の割合が 59.8％、「思いつかない」の割合が

33.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「生きがいあり」が 2.6 ポイント減少していますが、概ね同様な傾向

となっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【生きがいの種類】（全2344 件） 

・子・孫、家族との時間  ・ペット  ・趣味    

・おいしいものを食べる  ・友人と過ごす  ・ボランティア活動  

・元気でいること・健康  ・仕事 等  

69.6 

72.0

24.5 

23.8

5.9 

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

趣味あり 思いつかない 無回答

59.8 

62.4

33.3 

31.8

7.0 

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

生きがいあり 思いつかない 無回答
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５ 地域での生活について                        

 

（１） 以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。 

※①～⑧それぞれに回答してください。（単数回答） 

社会参加の頻度では、『参加している』（「週4回以上」から「年に数回」の合計、以下同じ）

は、「⑧収入のある仕事」の割合が26.7％と最も高く、そのうち「週4回以上」が13.6％となっ

ています。次いで、「⑦町内会・自治会」22.0％、「③趣味関係のグループ」21.0％、「②スポー

ツ関係のグループやクラブ」14.7％となっています。 

「参加していない」をみると、すべての項目の割合で半数を超えており、「⑥老人クラブ」が

68.3％と最も高くなっています。次いで「④学習・教養サークル」67.7％、「⑤介護予防のため

の通いの場」66.1％となっています。 

 

  



34 

 

【全体】 

 
 

  

0.5 

1.5

1.2

0.2

0.8

0.4

0.3

13.6

0.8 

4.6

3.6

0.5

2.0

0.7

0.5

4.8

1.4 

3.6

3.9

1.0

2.5

1.6

0.8

1.5

3.4 

2.8

7.0

2.3

2.9

2.2

3.1

2.3

8.0 

2.2

5.3

2.7

1.7

3.0

17.3

4.5

61.8 

61.6

56.5

67.7

66.1

68.3

54.1

51.2

24.1 

23.7

22.6

25.6

24.1

23.8

24.0

22.2

0% 20% 40% 60% 80%

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループやクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤介護予防のための通いの場

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会

⑧収入のある仕事

週4回以上 週2～3回 週１回 月1～3回

年に数回 参加していない 無回答

n=7779
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【全体・前回調査】（①ボランティアのグループへの参加頻度） 

「①ボランティアのグループ」を前回調査と比較すると、概ね同様な傾向となっています

が、「参加していない」の割合が10.1 ポイント増加しています。 

 

 
 

【年齢】（①ボランティアのグループへの参加頻度） 

年齢別にボランティアのグループへの参加頻度をみると、100歳以上を除いて、すべての

年代で「参加していない」の割合が最も高くなっており、「95-99 歳」は 9 割を超えて高く

なっています。次いで、ほぼ全ての年代で「年に数回」が高くなっています。 

 

 
週 4 回以上 週 2～3回 週 1回 月 1～3回 年に数回 

参加してい

ない 

65-69 歳 0.6％ 0.8％ 1.4％ 5.5％ 10.8％ 80.8％ 

70-74 歳 0.7％ 1.1％ 1.7％ 4.1％ 11.7％ 80.6％ 

75-79 歳 0.8％ 1.4％ 2.1％ 5.5％ 12.0％ 78.2％ 

80-84 歳 0.8％ 1.1％ 1.7％ 4.0％ 9.8％ 82.6％ 

85-89 歳 0.4％ 1.6％ 2.6％ 1.2％ 5.1％ 89.1％ 

90-94 歳 0.5％ 0.5％ 2.2％ 3.2％ 5.4％ 88.2％ 

95-99 歳 0.0％ 0.0％ 0.0％ 3.0％ 3.0％ 93.9％ 

100 歳以上 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

 

  

0.5 

0.8 

1.4 

3.4 

8.0 

61.8 

24.1 

0.6

1.0

1.3

3.7

8.8

51.7

32.9

0% 20% 40% 60% 80%

週4回以上

週2～3回

週１回

月1～3回

年に数回

参加していない

無回答

全体(n=7779)

前回調査(n=8011)
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（２） 地域の住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、

いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加

してみたいと思いますか。（単数回答） 

地域づくり活動に参加者として参加してみたいかどうかでは、「参加してもよい」の割合

が 42.6％と最も高く、次いで「参加したくない」37.1％、「既に参加している」6.7％、「是

非参加したい」6.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「参加したくない」が3.3 ポイント増加しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

（３） 地域の住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、

いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世

話役）として参加してみたいと思いますか。（単数回答） 

地域づくり活動に企画・運営として参加してみたいかどうかでは、「参加したくない」の割合

が57.3％と最も高く、次いで「参加してもよい」28.1％、「既に参加している」4.4％、「是非

参加したい」2.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「参加したくない」が2.5 ポイント増加していますが、概ね同様な傾

向となっています。 

 

【全体】 

 
  

6.6 

7.6

42.6 

41.4

37.1 

33.8

6.7 

8.4

7.1 

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

2.6 

2.6

28.1 

27.1

57.3 

54.8

4.4 

5.2

7.7 

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答
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６ たすけあいについて                         

 

（１） あなたとまわりの人の「たすけあい」についておうかがいします。 

 

① あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（複数回答） 

心配事や愚痴を聞いてくれる人では、「配偶者」の割合が48.8％と最も高く、次いで「友

人」48.6％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」37.4％、「別居の子ども」36.9％となっています。 

 

【全体】 

 
 

【その他の回答】（全20件） 

・施設の職員（3件）  ・知人（2件）  ・社会福祉協議会の人 

・ヘルパー   ・ケアマネージャー ・世話人（2件） 

・愚痴は言わない・ない（4件） 

 

  

48.8 

48.6 

37.4 

36.9 

18.3 

11.7 

2.4 

3.7 

2.9 

0% 20% 40% 60%

配偶者

友人

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

同居の子ども

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

n=7779
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【世帯類型別】 

 世帯類型別に心配ごとや愚痴を聞いてくれる人をみると、「1人暮らし」では「そのような

人はいない」の割合が60.3％と突出して高くなっています。 

 「夫婦 2人暮らし（配偶者 65歳以上）」では、「配偶者」の割合が 64.9％と突出して高く

なっています。 

 「息子・娘との 2世帯」では、「同居のこども」の割合が 48.2％と突出して高くなってい

ます。 

 

 
  

1.2%

64.9%

7.1%

13.4%

13.4%

1.9%

7.0%

3.4%

48.2%

39.5%

27.6%

45.6%

3.4%

11.9%

11.5%

28.8%

36.7%

3.5%

13.4%

17.5%

34.8%

30.6%

2.9%

15.9%

15.8%

29.1%

39.0%

3.8%

12.1%

15.9%

34.4%

23.3%

3.9%

15.0%

23.3%

60.3%

20.6%

1.4%

5.8%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80%

1人暮らし

夫婦2人暮らし(配偶者65歳

以上)

夫婦2人暮らし(配偶者64歳

以下)

息子・娘との2世帯

その他

配偶者(n=3716) 同居の子ども(n=1373)

別居の子ども(n=2820) 兄弟姉妹・親戚・親・孫(n=2850)

近隣(n=888) 友人(n=3709)

その他(n=180) そのような人はいない(n=277)
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② 反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（複数回答） 

心配事や愚痴を聞いてあげる人では、「友人」の割合が49.4％と最も高く、次いで「配偶

者」46.8％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」38.6％、「別居の子ども」33.4％となっています。 

 

【全体】 

 
 

【その他の回答】（全20件） 

・仕事上の人（3件）  ・知人（４件）  ・聞かない 等 

 

  

49.4 

46.8 

38.6 

33.4 

15.9 

12.4 

1.8 

5.9 

4.2 

0% 20% 40% 60%

友人

配偶者

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

同居の子ども

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

n=7779
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【性別】 

 性別で心配事や愚痴を聞いてくれる人をみると、「男性」では「そのような人はいない」の

割合が 72.5％と最も高く、「女性」の 27.5％よりも 45.0 ポイント高くなっています。「男

性」では「そのような人はいない」に次いで、「配偶者」が54.7％と高くなっています。「女

性」では「近隣」の割合が 77.6％と最も高くなっています。 

 性別で心配事や愚痴を聞いてあげる人をみると、「男性」では「配偶者」の割合が 55.3％

と最も高く、次いで「そのような人はいない」54.9％となっています。「女性」では「近隣」

の割合が76.3％と最も高く、次いで「友人」68.1％となっています。「男性」の「そのよう

な人はいない」54.9％は、女性の 45.1％よりも 9.8ポイント高くなっています。 

 

＜聞いてくれる人＞ 

 
 

  

54.7%

45.3%

29.9%

70.1%

30.0%

70.0%

31.8%

68.2%

22.4%

77.6%

31.8%

68.2%

40.9%

59.1%

72.5%

27.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

配偶者(n=3795) 同居の子ども(n=1426)

別居の子ども(n=2871) 兄弟姉妹・親戚・親・孫(n=2909)

近隣(n=907) 友人(n=3779)

その他(n=186) そのような人はいない(n=284)
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＜聞いてあげる人＞ 

 
 

③ あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（複数回答） 

病気で寝込んだ際に看病してくれる人では、「配偶者」の割合が53.6％と最も高く、次い

で「別居の子ども」30.8％、「同居の子ども」23.3％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」22.4％

となっています。 

 

【全体】 

 
 

【その他の回答】（全17件） 

・世話人   ・病院に入院する ・施設の職員（2件） 

・その状態にならないと分からない（４件）  

55.3%

44.7%

33.4%

66.6%

33.2%

66.8%

33.1%

66.9%

23.7%

76.3%

31.9%

68.1%

43.8%

56.2%

54.9%

45.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

配偶者(n=3637) 同居の子ども(n=1240)

別居の子ども(n=2594) 兄弟姉妹・親戚・親・孫(n=3006)

近隣(n=965) 友人(n=3843)

その他(n=137) そのような人はいない(n=461)

53.6 

30.8 

23.3 

22.4 

8.5 

3.1 

1.6 

7.3 

3.2 

0% 20% 40% 60%

配偶者

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

n=7779
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53.9 

28.2 

23.2 

19.2 

10.1 

3.8 

2.2 

12.3 

7.0 

0% 20% 40% 60%

配偶者

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

同居の子ども

友人

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

n=7779

④ 反対に、看病や世話をしてあげる人（複数回答） 

病気の際に看病や世話をしてあげる人では、「配偶者」の割合が53.9％と最も高く、次いで

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」28.2％、「別居の子ども」23.2％、「同居の子ども」19.2％と

なっています。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の回答】（全13件） 

・できない（6件）  ・わからない 等 
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【性別】 

 性別で、病気などで数日間寝込んだときに看病や世話をしてくれる人をみると、「男性」で

は「配偶者」が 54.4％と最も高く、次いで「そのような人はいない」45.1％となっていま

す。「女性」では「友人」が78.5％と最も高く、次いで「近隣」75.4％となっています。一

方「女性」の「そのような人はいない」が 54.9％と「男性」よりも9.8 ポイント高くなって

います。 

 性別で看病や世話をしてあげる人をみると、「男性」では「配偶者」の割合が 50.7％と最

も高く、次いで「そのような人はいない」47.2％となっています。「女性」では「友人」が

75.4％と最も高く、次いで「近隣」75.3％となっています。一方「女性」の「そのような人

はいない」が52.8％と「男性」よりも5.6ポイント高くなっています。 

 

＜寝込んだときに世話をしてくれる人＞ 

 
 

  

54.4%

45.6%

31.8%

68.2%

32.5%

67.5%

35.3%

64.7%

24.6%

75.4%

21.5%

78.5%

31.1%

68.9%

45.1%

54.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

配偶者(n=4170) 同居の子ども(n=1816)

別居の子ども(n=2394) 兄弟姉妹・親戚・親・孫(n=1739)

近隣(n=240) 友人(n=662)

その他(n=122) そのような人はいない(n=570)
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＜寝込んだときに世話をしてあげる人＞ 

 
 

⑤ 家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください。（複数回答） 

家族や友人・知人以外の相談相手では、「そのような人はいない」の割合が39.0％と最も高く

なっています。相談相手としては「医師・歯科医師・看護師」の割合が 26.2％と最も高く、次

いで「社会福祉協議会・民生委員」10.7％、「地域包括支援センター・役所」9.7％、「その他」

9.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「そのような人はいない」の割合が5.8ポイント増加しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
  

50.7%

49.3%

32.4%

67.6%

30.2%

69.8%

32.8%

67.2%

24.7%

75.3%

24.6%

75.4%

29.8%

70.2%

47.2%

52.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

配偶者(n=4193) 同居の子ども(n=1490)

別居の子ども(n=1805) 兄弟姉妹・親戚・親・孫(n=2197)

近隣(n=299) 友人(n=789)

その他(n=171) そのような人はいない(n=954)

26.2 

10.7 

9.7 

9.3 

6.8 

4.6 

39.0 

11.0 

27.9

12.7

11.3

8.6

7.6

5.4

33.2

13.4

0% 20% 40%

医師・歯科医師・看護師

社会福祉協議会・民生委員

地域包括支援センター・役所

その他

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

そのような人はいない

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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【性別】 

 性別で、友人・知人以外で何かあったときに相談する相手をみると、「男性」では「自治会・

町内会、老人クラブ」が50.9％と最も高く、次いで「医師・歯科医師・看護師」50.2％となっ

ています。「女性」では「ケアマネージャー」が 71.7％と最も高く、次いで「地域包括支援

センター・役所・役場」66.1％となっています。「そのような人はいない」をみると、「男性」

46.0％、「女性」54.0％と、女性の方が男性よりも 8.0ポイント高くなっています。 

 

＜相談する相手＞ 

 
 

⑥ 友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。（複数回答） 

友人・知人と会う頻度では、「週に何度かある」の割合が34.6％と最も高く、次いで「年に何

度かある」25.1％、「毎日ある」15.5％、「ほとんどない」11.4％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様な傾向となっていますが、「ほとんどない」の割合が2.7 ポ

イント増加しています。 

 

【全体・前回調査】 

  

50.9%

49.1%

39.0%

61.0%

28.3%

71.7%

38.6%

61.4%

33.9%

66.1%

50.2%

49.8%

46.0%

54.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

自治会・町内会・老人クラブ(n=527) 社会福祉協議会・民生委員(n=834)

ケアマネジャー(n=361) 医師・歯科医師・看護師(n=2039)

地域包括支援センター・役所・役場(n=752) その他(n=721)

そのような人はいない(n=3034)

15.5 

17.4

34.6 

35.3

25.1 

24.9

10.0 

8.8

11.4 

8.7

3.4 

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある ほとんどない 無回答
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⑦ この 1 か月間、何人の友人・知人と会いましたか。 

    同じ人には何度会っても 1 人と数えることとします。（単数回答） 

この1か月間に何人の友人・知人と会ったかでは、「10人以上」の割合が30.8％と最も高く、

次いで「3～5人」25.8％、「1～2人」19.6％、「6～9人」12.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「10 人以上」が5.9 ポイント減少し、「1～2人」が3.6 ポイント、

「3～5人」が2.6ポイント、「0人（いない）」が2.0ポイント増加しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

⑧ よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか。（複数回答） 

よく会う友人・知人との関係性では、「近所・同じ地域の人」の割合が61.1％と最も高く、次

いで「趣味や関心が同じ友人」32.0％、「仕事での同僚・元同僚」30.2％、「学生時代の友人」

15.9％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

7.0 

5.1

19.6 

16.0

25.8 

23.2

12.6 

12.7

30.8 

36.7

4.2 

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

0人（いない） 1～2人 3～5人 6～9人 10人以上 無回答

61.1 

32.0 

30.2 

15.9 

12.9 

5.5 

4.9 

5.5 

3.9 

62.7

33.8

30.9

17.2

12.3

6.4

5.1

4.0

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

近所・同じ地域の人

趣味や関心が同じ友人

仕事での同僚・元同僚

学生時代の友人

幼なじみ

ボランティア等の活動での友人

その他

いない

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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【その他の回答】（全26件） 

・施設の人たち（５件）  ・介護サービスの人たち（3件） 

・趣味等で会う人（2件） ・散歩・買い物等で会う人（4件） 等 
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問７ 健康について                            

 

（１） 現在のあなたの健康状態はいかがですか。（単数回答） 

健康状態では、全体は「まあよい」の割合が66.6％と最も高くなっており、『よい』（「とても

よい」と「まあよい」の合計、以下同じ）の割合は74.4％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっていますが、『よい』の割合が 3.7 ポイント増

加しています。 

認定状況別に『よい』の割合をみると、「一般高齢者」が78.0％と最も高く、次いで「事業対

象者」65.8％となっています。一方「要支援１」と「要支援２」の『よくない』（「あまりよくな

い」と「よくない」の合計）の割合がそれぞれ50.7％と62.9％と半数を超えて高くなっていま

す。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【認定状況】 

 
 

 

 

  

7.7 

7.8

66.6 

63.6

19.2 

18.7

3.5 

3.8

2.9 

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

5.3%

2.7%

0.0%

8.2%

60.5%

46.6%

37.1%

69.8%

28.9%

38.4%

49.0%

18.7%

5.3%

12.3%

13.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業対象者(n=38)

要支援1(n=146)

要支援2(n=151)

一般高齢者(n=7212)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない
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（２） あなたは、現在どの程度幸せですか。 

（「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」を 10 点として、ご記入ください）（単数回答） 

現在どの程度幸せかについての評価では、「5点」が26.0％と最も高く、次いで「8点」18.4％、

「7点」13.5％、「10点」10.2％となっています。 

世帯類型別にみると、全ての類型で「5点」の割合が最も高く、次いで「8点」が高くなって

います。特に「1人暮らし」の「5点」が32.7％と突出して高くなっています。 

 年齢別に現在の幸福感をみると、「100 歳以上」を除いて、すべての年代で「５点」の

割合が最も高くなっており、なかでも「90～94歳」の「5点」割合が 30.9％と他の年代よ

りも高くなっています。また、すべての年代で「５点」の次に「８点」が高くなっており、

20％前後となっています。 

 

【全体】 

 
 

  

0.8 

0.9 

1.0 

3.7 

4.3 

26.0 

9.3 

13.5 

18.4 

7.3 

10.2 

4.6 

0% 10% 20% 30%

とても不幸 0点

1点

2

3

4

5

6

7

8

9

とても幸せ 10点

無回答

n=7779
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【世帯類型別】 

 
 

 

  

1.5%

0.5%

0.6%

0.6%

0.9%

1.9%

0.4%

0.9%

0.5%

1.2%

1.9%

0.9%

1.2%

0.4%

1.0%

5.4%

3.2%

3.7%

2.3%

3.9%

6.4%

3.9%

4.6%

3.7%

3.6%

32.7%

25.8%

24.5%

25.4%

24.9%

9.7%

9.7%

8.6%

8.5%

10.7%

12.0%

15.5%

14.7%

13.9%

14.9%

14.6%

21.3%

19.9%

21.4%

20.3%

5.7%

8.0%

7.6%

9.5%

7.8%

8.3%

10.7%

13.8%

14.0%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40%

1人暮らし(n=1823)

夫婦2人暮らし(配偶者65歳以

上)(n=2914)

夫婦2人暮らし(配偶者64歳以

下)(n=327)

息子・娘との2世帯(n=1039)

その他(n=1156)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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【年齢】 

 
  

0.6%

0.6%

1.2%

1.1%

1.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.9%

1.2%

0.5%

1.0%

1.3%

0.4%

0.0%

0.0%

1.2%

1.0%

1.6%

0.6%

0.7%

0.8%

4.5%

0.0%

4.0%

4.2%

3.8%

3.5%

3.6%

2.3%

4.5%

0.0%

4.5%

4.3%

4.8%

3.8%

5.9%

4.3%

0.0%

0.0%

23.0%

27.9%

27.7%

30.3%

29.5%

30.9%

27.3%

0.0%

8.2%

9.5%

10.1%

11.2%

11.2%

10.5%

2.3%

0.0%

16.1%

14.5%

14.5%

11.6%

13.0%

10.9%

15.9%

0.0%

20.8%

19.8%

18.7%

18.4%

17.5%

19.1%

18.2%

0.0%

8.9%

7.8%

7.1%

6.9%

6.2%

6.3%

13.6%

0.0%

11.8%

9.3%

10.1%

11.6%

10.2%

13.3%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40%

65-69歳(n=1612)

70-74歳(n=2114)

75-79歳(n=1542)

80-84歳(n=1094)

85-89歳(n=715)

90-94歳(n=256)

95-99歳(n=44)

100歳以上(n=1)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

100%
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（３） この1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありました

か。（単数回答） 

この 1 か月間で気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになった経験では、「はい」の割合が

40.3％、「いいえ」の割合が55.9％となっています。 

 

【全体】 

 
 

（４） この 1 か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめ

ない感じがよくありましたか。（単数回答） 

この1か月間で物事に対して興味がわかない、心から楽しめない感じになったかどうかでは、

「はい」の割合が24.3％、「いいえ」の割合が71.4％となっています。 

認定状況別で「はい」をみると、「要支援２」が48.6％、「要支援１」が44.4％と4割を超え

ています。 

 

【全体】 

 
 

【認定状況】 

  

40.3 55.9 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

はい いいえ 無回答

24.3 71.4 4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

はい いいえ 無回答

37.8%

44.4%

48.6%

24.5%

62.2%

55.6%

51.4%

75.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業対象者(n=37)

要支援1(n=142)

要支援2(n=144)

一般高齢者

(n=7118)

はい いいえ
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（５） お酒は飲みますか。（単数回答） 

飲酒の習慣では、「もともと飲まない」の割合が33.4％と最も高く、次いで「ほとんど飲まな

い」25.3％、「ほぼ毎日飲む」24.4％、「時々飲む」14.8％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 

 

（６） タバコは吸っていますか。（単数回答） 

喫煙の習慣では、「もともと吸っていない」の割合が60.3％と最も高く、次いで「吸っていた

が、やめた」27.6％、「ほぼ毎日吸っている」8.5％、「時々吸っている」1.6％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

  

24.4 

23.5 

14.8 

15.1 

25.3 

24.7 

33.4 

32.3 

2.2 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

ほぼ毎日飲む 時々飲む ほとんど飲まない もともと飲まない 無回答

8.5 

7.6 

1.6 

1.5 

27.6 

26.1 

60.3 

60.3 

2.0 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたが、やめた

もともと吸っていない 無回答
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（７） 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（複数回答） 

現在治療中、または後遺症のある病気では、「高血圧」の割合が45.5％と最も高く、次いで「目

の病気」14.5％、「高脂血症（脂質異常）」13.0％、「糖尿病」12.7％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様な傾向となっていますが、「高血圧」の割合が 2.6 ポイント

増加しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

【その他の回答】（全53件） 

・めまい（3件）  ・不眠（2件）  ・アレルギー・花粉症（９件） 

・精神・自律神経の乱れ（3件） ・歯周病（2件） ・骨折（圧迫骨折）（2件） 

・リュウマチ（2件）  ・甲状腺の病気（4件） ・腰痛・関節痛（4件） 

・頻尿（2件）   ・喘息   ・老化 等  

45.5 

14.5 

13.0 

12.7 

10.0 

9.9 

9.4 

7.3 

5.2 

4.4 

4.2 

3.8 

3.7 

3.5 

1.6 

1.2 

0.8 

0.4 

14.8 

7.9 

42.9

16.1

11.3

12.4

9.7

10.7

10.7

7.2

5.9

4.6

4.2

4.2

5.0

3.7

1.5

1.3

0.9

0.3

13.8

8.6

0% 20% 40% 60%

高血圧

目の病気

高脂血症（脂質異常）

糖尿病

心臓病

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

その他

腎臓・前立腺の病気

耳の病気

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

ない

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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８ 認知症にかかる相談窓口の把握について                 

 

（１） 認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか。（単数回答） 

認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいるかどうかでは、「はい」の割合が

8.9％、「いいえ」の割合が83.4％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

① （１）で「1.はい」と答えた方のみお答えください。 

認知症に関して主治医または専門医への相談はしていますか。（単数回答） 

認知症に関して主治医または専門医に相談しているかどうかでは、「はい」の割合が62.6％、

「いいえ」の割合が34.1％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

  

8.9

9.8

83.4

82.3

7.7

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

62.6

61.9

34.1

35.2

3.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=693)

前回調査

(n=787)

はい いいえ 無回答
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（２） 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（単数回答） 

認知症に関する相談窓口を知っているかどうかでは、「はい」の割合が 27.4％、「いいえ」の

割合が56.8％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

世帯類型別に「はい」の割合をみると、「夫婦2人暮らし（配偶者65歳以上）」が35.4％と

他の項目よりも高くなっています。「1人暮らし」が28.4％と他の項目よりも低くなっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
【世帯類型別】 

 
【性別】 

 
 

  

27.4

26.7

56.7

57.7

15.9

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

はい いいえ 無回答

28.4%

35.4%

29.0%

31.5%

34.7%

71.6%

64.6%

71.0%

68.5%

65.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人暮らし(n=1596)

夫婦2人暮らし(配偶者65

歳以上)(n=2596)

夫婦2人暮らし(配偶者64

歳以下)(n=283)

息子・娘との2世帯(n=886)

その他(n=1045)

はい いいえ

27.5%

36.4%

72.5%

63.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=2839)

女性(n=3704)

はい いいえ
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９ その他                                 

 

（１） 在宅医療サービス（訪問診療、訪問看護等）を知っていますか。また、今後医療

サービスの必要性が生じた場合の利用について、関心はありますか。（複数回答） 

在宅医療サービス（訪問診療、訪問看護等）の認知度と今後医療サービスの必要性が生じた

場合の利用について関心があるかどうかでは、「サービスを知っており、将来的な利用に関心が

ある」の割合が31.9％と最も高くなっています。また、認知度については、『知っている』（「サー

ビスを知っており、将来的な利用に関心がある」と「サービスを知っているが、現時点では利用

に関心はない」の合計）の割合は60.7%と6割を超えています。 

前回調査と比較すると、「サービスを知っており、将来的な利用に関心がある」が3.5ポイン

ト減少しています。 

 

【全体】 

 
 

【その他の回答】（全10件） 

・すでに利用している（3件）  ・利用する費用がない（2件） 

・わからない 等 

 

  

31.9

35.4

28.8

27.0

21.9

20.8

9.0

8.3

0.9

1.0

7.6

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

サービスを知っており、将来的な利用に関心がある

サービスを知っているが、現時点では利用に関心はない

サービスを知らないが、将来的な利用に関心がある

サービスを知らないし、現時点では利用に関心はない

その他

無回答
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（２） 今後、自宅で生活を続けるために、心配な点はありますか。（複数回答） 

自宅で生活を続けるために心配な点では、「自身の身体機能」の割合が 56.9％と最も高く、

次いで「経済的な問題」30.5％、「家族の介護負担」24.7％、「生活に必要な移動手段」23.3％

となっています。また、サービスに関する項目については、「在宅で利用できる介護サービス（ヘ

ルパー、デイサービス等）」13.5％、「在宅で利用できる医療サービス（訪問診療、訪問看護等）」

12.1％、「介護施設サービス」8.6％と1割台以下となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

  
 

【その他の回答】（全20件） 

・今のところない（11件）  ・災害（台風・地震等）（2件） 

・高度な医療    ・車の運転ができなくなったときのこと 等 

 

  

56.9

30.5

24.7

23.3

21.4

20.2

20.1

13.5

12.1

8.6

3.6

12.7

57.2

33.3

28.1

24.1

24.1

20.6

20.3

16.4

14.7

11.0

5.5

9.7

0% 20% 40% 60%

自身の身体機能

経済的な問題

家族の介護負担

生活に必要な移動手段

食事、洗濯、掃除等の家事

抱えている疾病

自身の認知機能

在宅で利用できる介護サービス（ヘル

パー、デイサービス等）

在宅で利用できる医療サービス（訪問

診療、訪問看護等）

介護施設サービス

その他

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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（３） 在宅生活の継続にあたり、将来、必要になると感じる支援・サービスについてご

回答ください。（複数回答） 

将来、必要になると感じる支援・サービスでは、「買い物（宅配は含まない）」の割合が36.6％

と最も高く、次いで「掃除・洗濯」29.7％、「配食」27.1％、「調理」25.3％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっていますが、「清掃・洗濯」の割合が2.6 ポイ

ント減少し、最も差が大きくなっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

 

 

 

  

36.6

29.7

27.1

25.3

21.1

18.9

14.4

13.1

6.0

2.0

21.6

14.5

34.7

32.3

28.2

27.7

21.9

19.1

16.2

15.5

7.1

2.4

21.1

13.3

0% 10% 20% 30% 40%

買い物（宅配は含まない）

掃除・洗濯

配食

調理

移送サービス

ゴミ出し

見守り、声かけ

外出同行

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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（４） 次の健診及び各種がん検診の中で、この 1 年間（乳がん及び子宮頸がんについて

は、この 2 年間）で受診したものを教えてください。（複数回答） 

健診や各種がん検診の受診状況では、「特定健康診査又は一般健康診査」の割合が49.1％と最

も高く、次いで「大腸がん」19.8％、「胃がん」17.7％、「肺がん」17.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「胃がん」4.2ポイント、「大腸がん」3.6ポイント、「肺がん」2.7ポ

イント減少しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

  

49.1

19.8

17.7

17.6

13.7

10.8

9.6

34.4

48.2

23.4

21.9

20.3

15.4

12.5

10.7

32.3

0% 20% 40% 60%

特定健康診査又は一般

健康診査

大腸がん

胃がん

肺がん

乳がん

子宮頸がん【女性のみ】

前立腺がん【男性のみ】

無回答

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)
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① 歯と口のお手入れが誤嚥性肺炎の予防につながることを知っていますか。 

（単数回答） 

歯と口のお手入れが誤嚥性肺炎の予防につながることを知っているかどうかでは、「知ってい

る」の割合が58.9％、「知らない」の割合が32.5％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様な傾向となっていますが、「知っている」が 2.6 ポイント減

少しています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

② 歯と口のお手入れを目的とした歯科診療（治療を除きます）の受診状況を教えて下

さい。（単数回答） 

歯と口のお手入れを目的とした歯科診療の受診状況では、「定期的ではないが、受診したこと

がある」の割合が30.3％と最も高く、次いで「定期的に受診している」26.9％、「受診したこと

はなく、現時点では受診も検討していない」24.2%、「受診したことはないが、受診を検討して

いる」9.7％となっています。 

前回調査と比較すると、概ね同様の傾向になっています。 

 

【全体・前回調査】 

 
 

  

58.9

61.5

32.5

31.8

8.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

知っている 知らない 無回答

26.9

26.5

30.3

32.7

9.7

9.4

24.2

24.6

8.9

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

前回調査

(n=8011)

定期的に受診している

定期的ではないが、受診したことがある

受診したことはないが、受診を検討している

受診したことはなく、現時点では受診も検討していない

無回答
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（５） 現在のあなたの耳の聞こえの状態を教えて下さい。（単数回答） 

現在の耳の聞こえの状態では、「普通」の割合が73.1％と最も高く、次いで「普通の声がやっ

と聞き取れる」13.1%、「かなり大きな声なら何とか聞き取れる」6.4％、「ほとんど聞こえない」

0.8％となっています。 

 

【全体】 

 
 

① （５）で「2」～「4」と答えた方のみお答えください。 

現在、補聴器を使用していますか。（単数回答） 

現在の補聴器の使用状況では、「持っていない」が65.7％と最も高く、次いで「使用している」

18.3％、「持っているが使用していない」10.4％となっています。 

 

【全体】 

 
 

 

  

73.1 13.1 6.4

0.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

普通 普通の声がやっと聞き取れる
かなり大きな声なら何とか聞き取れる ほとんど聞こえない
無回答

18.3 10.4 65.7 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1575)

使用している 持っているが使用していない

持っていない 無回答
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② （５）-①で「3.持っていない」と答えた方のみお答えください。 

補聴器等の補助用具を使用していない理由に当てはまるものについて、ご回答く

ださい。（複数回答） 

補聴器等の補助用具を使用していない理由では、「補聴器でどのくらい改善されるかわからな

い」が37.8％と最も高く、次いで「補聴器を使用することがわずらわしいから」30.1％、「補聴

器が高額だから」27.8％、「その他」21.3％となっています。 

 

【全体】 

 
 

【その他の回答】（全28件） 

・まだいらない・必要ない（14件） ・考えていない・使用したくない（4件） 

・内耳障害にため   ・器具について知らないから 

・検討中 等 

 

  

37.8

30.1

27.8

21.3

2.9

8.4

0% 20% 40% 60%

補聴器でどのくらい改善されるかわからない

補聴器を使用することがわずらわしいから

補聴器が高額だから

その他

耳が聞こえにくいことを周りに知られたくないから

無回答

n=1035



64 

 

（６） 同封している「高齢者在宅生活ガイドブック」の冊子を見て、今後、活用したい、

又は活用できそうだと思いますか。（単数回答） 

ガイドブックの活用では、「必要時には活用すると思うし、活用できると思う」の割合が60.3％

と最も高く、次いで「特に活用したいと思わない（必要性を感じない）」8.4％、「冊子を見なが

ら人に説明してもらえれば、何とか活用できそう」7.0％となっています。 

『活用できる（「今からでもすぐに活用できそう」「必要時には活用すると思うし、活用できる

と思う」の合計）』の割合が6割を超えています。 

 

【全体】 

 
 

【その他の回答】（全８件） 

・読んでいません（2件）   ・そのときにならないと分からない 

・活用すると思うが、不安です 等 

 

  

4.7 60.3 7.0

2.3 1.4

8.4

2.1

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=7779)

今からでもすぐに活用できそう

必要時には活用すると思うし、活用できると思う

冊子を見ながら人に説明してもらえれば、何とか活用できそう

説明してくれても、必要時に活用するのは難しそう

見やすさ（文字、ページ数、内容の配置、情報の探しやすさ）等が改善されれば、活用できそう

特に活用したいと思わない（必要性を感じない）

その他

無回答
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Ⅳ リスク判定結果                           

 

■判定方法 

 問 No. 質問項目 該当する選択肢 

運
動
器
の
機
能
低
下 

問 2（1） 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 「３ できない」 

問 2（2） 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がって

いますか 
「３ できない」 

問 2（3） 15 分位続けて歩いていますか 「３ できない」 

問 2（4） 過去 1年間に転んだ経験がありますか 
「１ 何度もある」or 

「２ 1 度ある」 

問 2（5） 転倒に対する不安は大きいですか 

「１ とても不安であ

る」or 

「２ やや不安である」 

転
倒 

リ
ス
ク 

問 2（4） 過去 1年間に転んだ経験がありますか 
「１ 何度もある」or 

「２ 1 度ある」 

閉
じ
こ
も

り
傾
向 

問 2（6） 週に 1回以上は外出していますか 

「１ ほとんど外出 

しない」or 

「２ 週 1回」 

低
栄
養

状
態 

問 3（1） 身長、体重 BMI＜18.5 

問 3（7） ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 「１ はい」 

口
腔
機
能

の
低
下 

問 3（2） 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 「１ はい」 

問 3（3） お茶や汁物等でむせることがありますか 「１ はい」 

問 3（4） 口の渇きが気になりますか 「１ はい」 

認
知
機
能

の
低
下 

問 4（1） 物忘れが多いと感じますか 「１ はい」 

う
つ
傾
向 

問 7（3） 
この 1 か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちに

なったりすることがありましたか 
「１ はい」 

問 7（4） 
この 1 か月間、どうしても物事に対して興味がわかな

い、あるいは心から楽しめない感じがよくありましたか 
「１ はい」 

 

■判定方法…該当する選択肢を回答した場合を１点としたときの合計点、または該当選択肢を回答

した場合 

①運動器の機能低下…該当：3点以上 

②転倒リスク…リスクあり：該当選択肢を回答した場合 

③閉じこもり傾向…リスクあり：該当選択肢を回答した場合 

④低栄養状態…該当2点 

⑤口腔機能低下…該当2点以上 

⑥認知機能低下…該当：該当選択肢を回答した場合 

⑦うつ傾向…リスクあり：1点以上 
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１ 運動器の機能低下 

リスク判定で運動器の機能低下をみると、全体では「該当」の割合が 16.1％、「非該当」が

83.0％となっています。 

性別で「該当」をみると、「男性」11.0％、「女性」19.8％と、「女性」の割合の方が「男性」

よりも8.8ポイント高くなっています。 

年齢区分別で「該当」をみると、「前期高齢者」6.3％、「後期高齢者」25.8％と、「後期高齢

者」の割合の方が「前期高齢者」よりも19.5ポイント高くなっています。 

介護区分別に「該当」をみると、「要支援２」の割合が８3.4％と8割を超えて最も高く、次い

で「要支援１」60.7％、「事業対象者」42.5％となっています。 

世帯類型別に「該当」をみると、「息子・娘との2世帯」の割合が21.0％と最も高く、次いで

「1人暮らし」19.9％となっています。 

地区別に「該当」をみると、概ね同様な傾向となっていますが、「江川崎」の割合が19.7％と

最も高く、次いで「津大」19.0％となっています。一方「東山」の割合が13.1％と最も低く、

「江川崎」との差が6.6ポイントとなっています。次いで「具同」が13.7％と低くなっていま

す。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 

  

16.1

11.0

19.8

6.3

25.8

13.6

60.7

83.4

42.5

19.9

12.0

9.4

21.0

17.1

15.6

13.1

13.7

16.1

16.5

17.4

15.7

18.0

18.5

17.9

18.1

19.0

19.7

83.0

88.1

79.3

92.9

73.2

85.6

38.1

15.3

55.0

79.7

87.6

90.0

78.5

82.3

83.4

86.4

85.5

84.0

83.6

82.1

83.6

82.0

80.3

81.1

81.0

79.6

79.7

0.9

0.9

0.9

0.8

1.0

0.9

1.3

1.3

2.5

0.4

0.5

0.6

0.5

0.6

1.0

0.6

0.7

0.0

0.0

0.5

0.8

0.0

1.3

1.0

1.0

1.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答

性
別

年
齢
区
分
別

介
護
区
分
別

地
区
別

世
帯
類
型
別
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２ 転倒リスク 

 リスクの判定で転倒リスクをみると、全体では「該当」の割合が 32.3％、「非該当」が35.7％

となっています。 

 性別で「該当」をみると、「男性」29.6％、「女性」34.4％と、「女性」の割合の方が男性

よりも4.8 ポイント高くなっています。 

 年齢区分別で「該当」をみると、「後期高齢者」の割合の方が「前期高齢者」よりも 11.8

ポイント高くなっています。 

 介護区分別に「該当」をみると、「要支援２」の割合が 67.7％と最も高く、次いで「要支

援１」53.0％、「わからない」51.3％と高くなっています。 

 世帯類型別に「該当」をみると、「1人暮らし」が 37.5％と最も高く、次いで「息子・娘と

の 2世帯」36.2％となっています。 

 地区別に「該当」をみると、「富山」の割合が44.8％と最も高く、次いで「江川埼」41.0％、

「蕨岡」と「津大」がともに 38.4％となっています。 

 

  

https://www.post.japanpost.jp/cgi-zip/zipcode.php?pref=39&city=1392100&id=142116
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 

  

32.3

29.6

34.4

26.1

37.9

29.7

53.0

67.7

51.3

37.5

28.9

25.1

36.2

31.0

28.9

28.8

29.7

34.6

35.2

32.6

29.2

38.4

36.2

36.7

44.8

38.4

41.0

65.7

68.5

63.7

72.4

59.8

68.8

45.7

29.1

46.5

61.0

69.6

72.3

62.6

67.4

68.8

70.0

68.6

65.0

62.8

66.1

69.3

60.8

61.0

59.2

53.8

58.4

57.8

2.0

2.0

1.9

1.5

2.3

1.6

1.3

3.2

2.2

1.5

1.4

2.7

1.2

1.6

2.3

1.3

1.8

0.4

2.0

1.3

1.5

0.8

2.8

4.1

1.4

3.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答

性
別

年
齢
区
分
別

介
護
区
分
別

地
区
別

世
帯
類
型
別
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３ 閉じこもり傾向 

 リスク判定で閉じこもり傾向をみると、全体では「該当」の割合が 17.6％、「非該当」が

80.3％となっています。 

 性別で「該当」をみると、「男性」13.9％、「女性」20.4％と、「女性」の割合の方が「男

性」よりも 6.5 ポイント高くなっています。 

 年齢区分別で「該当」をみると、「後期高齢者」の割合の方が「前期高齢者」よりも 13.1

ポイント高くなっています。 

 介護区分別に「該当」をみると、「要支援１」の割合が51.7％と過半数となっており、「要

支援２」43.3％、「わからない」41.6％と 4割を超えて高くなっています。 

 世帯類型別に「該当」をみると、「息子・娘との 2世帯」の割合が 22.1％と最も高く、次

いで「1人暮らし」20.4％となっています。 

 地区別に「該当」をみると、「津大」の割合が33.3％、「富山」が 32.9％と 3割を超え、

他の地区よりも高くなっています。 

 

  



71 

 

【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 

  

17.6

13.9

20.4

10.7

23.8

14.3

51.7

43.3

41.6

20.4

14.6

14.5

22.1

17.2

13.1

11.3

12.5

23.1

23.0

22.6

18.0

20.4

15.4

26.0

32.9

33.3

29.0

80.3

84.4

77.4

87.9

73.8

84.2

47.0

52.0

54.7

77.9

84.1

83.8

76.5

81.1

84.7

87.5

85.8

76.1

75.3

76.8

80.5

79.6

81.8

70.9

65.2

61.7

68.5

2.1

1.6

2.3

1.5

2.4

1.5

1.3

4.7

3.7

1.8

1.4

1.8

1.5

1.7

2.2

1.3

1.8

0.8

1.6

0.5

1.5

0.0

2.8

3.1

1.9

5.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答

性
別

年
齢
区
分
別

介
護
区
分
別

地
区
別

世
帯
類
型
別
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４ 低栄養の傾向 

リスク判定で低栄養の傾向をみると、全体では「該当」の割合が1.6％、「非該当」が 96.3％

となっています。 

 性別で「該当」をみると、「男性」1.4％、「女性」1.7％と、「女性」の割合の方が「男性」

よりも0.3 ポイント高くなっています。 

 年齢区分別で「該当」をみると、「前期高齢者」1.3％、「後期高齢者」1.8％と、「後期高齢

者」の割合の方が「前期高齢者」よりも0.5ポイント高くなっています。 

 介護区分別に「該当」をみると、「要支援２」の割合が3.8％と最も高くなっており、「要支

援１」2.6％、「一般高齢者」1.5％となっています。 

 世帯類型別に「該当」をみると、「1人暮らし」と「その他」の割合がともに1.7％と最も

高く、次いで「息子・娘との 2世帯」1.6％となっています。 

 地区別に「該当」をみると、「東中筋」の割合が 2.5％と最も高く、「津大」が 1.1％と

最も低くなっています。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 

  

1.6

1.4

1.7

1.3

1.8

1.5

2.6

3.8

0.0

1.7

1.5

0.9

1.6

1.7

1.7

1.3

1.7

2.5

1.3

1.8

1.0

1.6

1.5

2.0

1.4

1.1

1.2

96.3

96.5

96.2

97.0

95.6

96.5

92.9

91.1

95.0

96.1

96.9

97.6

96.3

96.6

96.3

96.9

96.9

96.7

98.4

96.1

97.2

94.9

97.5

95.4

95.2

96.8

95.5

2.1

2.1

2.1

1.7

2.6

2.0

4.5

5.1

5.0

2.2

1.6

1.5

2.1

1.7

2.0

1.8

1.4

0.8

0.3

2.1

1.8

3.5

1.0

2.6

3.3

2.2

3.3
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全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答
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齢
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別
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別

世
帯
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型
別
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５ 口腔機能の低下 

 リスク判定で口腔機能の低下をみると、全体では「該当」の割合が 25.3％、「非該当」が

72.5％となっています。 

 性別で「該当」をみると、「男性」25.2％、「女性」25.3％と、同様な傾向となっています。 

 年齢区分別で「該当」をみると、「前期高齢者」19.9％、「後期高齢者」30.6％と「後期高

齢者」の割合の方が「前期高齢者」よりも 10.7 ポイント高くなっています。 

 介護区分別に「該当」をみると、「要支援２」の割合が55.4％と過半数となっており、「事

業対象者」50.0％、「要支援１」39.４％となっています。 

 世帯類型別に「該当」をみると、「1人暮らし」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「その

他」26.4％、「息子・娘との 2世帯」25.2％となっています。 

 地区別に「該当」をみると、「大川筋」の割合が 30.6％と最も高く、次いで「八束」30.6％、

「江川崎」28.2％となっています。一方「東中筋」が19.8％と最も低くなっています。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 

  

25.3

25.2

25.3

19.9

30.6

24.2

39.4

55.4

50.0

28.3

23.2

21.2

25.2
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24.5
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25.0
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26.1

30.6

24.8

24.0

28.2
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78.1

66.9

73.7

58.1

40.1

47.5

69.8

75.0

76.4
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71.4

73.4

71.6

73.4

78.6

75.7

67.1
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71.4

72.9

65.3

73.8
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70.0
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2.6
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2.0
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2.6
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2.5

1.9

1.8

2.4

2.1

2.2

2.1

2.8

1.6

1.7

0.7

2.9

1.5

3.9

1.0

4.1

1.4

2.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答

性
別

年
齢
区
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別

介
護
区
分
別

地
区
別

世
帯
類
型
別
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６ 認知機能の低下 

 リスク判定で認知機能の低下をみると、全体では「該当」の割合が 43.9％、「非該当」が

53.4％となっています。 

 性別で「該当」をみると、「男性」42.0％、「女性」45.4％と、「女性」の方が「男性」より

も 3.4ポイント高くなっています。 

 年齢区分別で「該当」をみると、「前期高齢者」36.5％、「後期高齢者」50.3％と、「後期

高齢者」の割合の方が「前期高齢者」よりも 13.8 ポイント高くなっています。 

 介護区分別に「該当」をみると、「事業対象者」の割合が 65.1％と最も高く、次いで「要

支援１」64.9％、「要支援２」55.1％と半数を超えて高くなっています。 

 世帯類型別に「該当」をみると、「1 人暮らし」の割合が 47.4％と最も高く、次いで「息

子・娘との 2世帯」46.2％、「その他」43.7％となっています。 

 地区別に「該当」をみると、「大川筋」の割合が 57.7％と最も高く、次いで「富山」57.1％

と半数を超えています。一方「東中筋」が 39.9％と最も低くなっています。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 
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46.3
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58.0

51.0

50.5

53.7

49.4

53.2
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40.5

47.7
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2.0

3.4

2.1
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5.5

5.6

2.3

2.3

2.1

3.6

2.8

2.5

2.9

2.1

2.1

2.0

2.9

1.5

5.1

3.3

3.6

2.4

3.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答
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別
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齢
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別
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別

地
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別

世
帯
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別
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７ うつ傾向 

 リスク判定で認知機能の低下をみると、全体では「該当」の割合が 43.5％、「非該当」が

54.2％となっています。 

 性別で「該当」をみると、「男性」39.6％、「女性」46.4％と、「女性」の方が「男性」より

も 6.8ポイント高くなっています。 

 年齢区分別で「該当」をみると、「前期高齢者」42.4％、「後期高齢者」44.7％と、「後期

高齢者」の割合の方が「前期高齢者」よりも 2.3 ポイント高くなっています。 

 介護区分別に「該当」をみると、「要支援２」の割合が 63.1％と最も高く、次いで「要支

援１」59.4％、「事業対象者」55.0％と半数を超えて高くなっています。 

 世帯類型別に「該当」をみると、「1人暮らし」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「その

他」45.3％、「夫婦 2人暮らし（配偶者65歳以上）」41.4％となっています。 

 地区別に「該当」をみると、「富山」と「江川崎」の割合がともに 46.2％と最も高く、次

いで「大川筋」45.4％、「東中筋」45.3％となっています。一方「津大」が 37.3％と最も

低くなっています。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 
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56.0
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55.1

36.1

31.9
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49.3

56.7

60.2

57.4

52.5

53.6

57.2

52.7

54.7

56.3

54.2

54.7

55.7

54.4

52.6

49.5

59.9

52.2

2.3

2.8

1.9

1.6

3.0

2.2

4.5

5.1

5.0

2.2

1.9

3.0

1.8

2.2

2.0

2.2

2.3

0.0

1.6

1.6

2.1

2.0

3.8

2.0

4.3

2.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

該当 非該当 無回答
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８ 活動能力指標の判定 

 

■老研式活動能力指標の判定方法 

 

（１） ＩＡＤＬ - 手段的日常動作（老研指標） 

  ※IADL: 手段的日常生活動作のことで、身の回りの動作（食事、更衣、整容、トイレ、入浴

等）の次の段階としての日常生活上の複雑な動作（買い物、調整、選択、電話、薬の

管理、財産管理、乗り物等）を指します。IADL の低下が起こってから、次の段階の

身の回りの動作の障害が起こるとされています。 

設問 選択肢 

問 4（5） 
バスや電車を使って 1人で外出していますか 

（自家用車でも可） 「１ できるし、している」 

Or 

「２ できるけどしていない」 

1 点 

問 4（6） 自分で食品・日用品の買い物をしていますか 

問 4（7） 自分で食事の用意をしていますか 

問 4（8） 自分で請求書の支払いをしていますか 

問 4（9） 自分で預貯金の出し入れをしていますか 

 

・5点：高い 

・4点：やや低い 

・０～3点：低い 

 

（２） 社会参加 - 知的能動性（老研指標） 

  ※加齢とともに社会的役割あるいは知的能動性の低下が起こってから、IADL の低下が起こる

とされています。 

設問 選択肢 

問 4（10） 年金などの書類（役所や病院に出す書類）が書けますか 

「１ はい」 

1 点 

問 4（11） 新聞を読んでいますか 

問 4（12） 本や雑誌を読んでいますか 

問 4（13） 健康についての記事や番組に関心がありますか 

 

・4点：高い 

・3点：やや低い 

・0～2点：低い 
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（１） ＩＡＤＬ - 手段的日常動作 

ＩＡＤＬのスコアをみると、全体では「高い（5点）」の割合が 81.1％、「やや低い（4点）」

9.6％、「低い（０～3点）」8.6％となっています。 

性別でみると、「高い（5点）」の割合では、「男性」77.6％、「女性」83.8％と、「女性」

の方が「男性」よりも6.2 ポイント高くなっています。 

年齢区分別でみると、「高い（5点）」の割合では、「前期高齢者」88.9％、「後期高齢者」

73.4％と、「前期高齢者」の方が「後期高齢者」よりも15.5 ポイント高くなっています。 

介護区分別でみると、「高い（5点）」の割合では、「一般高齢者」が 83.0％と最も高くなっ

ており、次いで「事業対象者」60.0％となっています。一方「要支援２」では 27.4％と最

も低く、「低い（０～3点）」の割合が52.2％と半数を超えています。 

世帯類型別にみると、「高い（5点）」の割合では、「1人暮らし」が83.6％と最も高く、

次いで「夫婦 2人暮らし（配偶者 65 歳以上）」83.3％となっています。一方「息子・娘と

の 2世帯」が75.2％と最も低くなっています。 

地区別でみると、「高い（5点）」の割合では、「下田」が85.0％と最も高く、次いで「具

同」83.6％となっています。一方「富山」が71.0％と最も低くなっています。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 
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後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)
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事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)
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（２） 社会参加-知的能動性 

知的能動性のスコアをみると、全体では「高い（4点）」の割合が49.4％、「やや低い（3

点）」26.2％、「低い（０～2点）」23.7％となっています。 

性別でみると、「高い（4点）」の割合では、「男性」46.6％、「女性」51.5％と、「女性」

の方が「男性」よりも4.9 ポイント高くなっています。 

年齢区分別でみると、「高い（4点）」の割合では、「前期高齢者」51.7％、「後期高齢者」

47.0％と、「前期高齢者」の方が「後期高齢者」よりも4.7 ポイント高くなっています。 

介護区分別でみると、「高い（4点）」の割合では、「一般高齢者」が 50.2％と最も高くなっ

ており、次いで「事業対象者」50.0％となっています。一方「要支援２」では 26.8％と最

も低く、「低い（０～2点）」の割合が45.2％となっています。 

世帯類型別にみると、「高い（4点）」の割合では、「夫婦 2人暮らし（配偶者65歳以上）」

が 56.6％と半数を超えて最も高くなっています。一方「1人暮らし」が41.7％と最も低く

なっています。 

地区別でみると、「高い（4点）」の割合では、「津大」が56.6％と最も高く、次いで「中

村」53.4％となっています。一方「富山」が32.4％と最も低くなっています。 
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【全体・性別・年齢構成別・介護区分別・世帯類型別・地区別】 

  

49.4

46.6

51.5

51.7

47.0

50.2

35.5

26.8

50.0

41.7

56.6

44.5

46.3

50.1

53.4

51.6

50.3

48.6

49.7

46.3

48.6

47.1

52.7

36.2

32.4

56.6

43.1

26.2

27.0

25.6

26.0

26.5

26.2

26.5

24.8

35.0

30.1

24.4

27.7

26.1

24.9

24.7

24.9

28.0

30.0

27.3

25.3

26.7

27.5

23.5

30.1

23.8

25.5

28.4

23.7

23.6

21.2

20.5

24.2

21.6

34.8

45.2

12.5

26.4

17.3

24.5

25.8

23.1

19.8

21.3

19.8

20.6

21.7

26.6

23.3

22.8

22.3

31.6

41.0

15.8

26.3

0.7

2.7

1.6

1.8

2.3

2.0

3.2

3.2

2.5

1.8

1.8

3.2

1.8

2.0

2.2

2.2

1.9

0.8

1.3

1.8

1.5

2.8

1.5

2.0

2.9

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7779)

男性(n=3311)

女性(n=4461)

前期高齢者(n=3630)

後期高齢者(n=3994)

一般高齢者(n=7419)

要支援１(n=155)

要支援２(n=157)

事業対象者(n=40)

１人暮らし（n=1981）

夫婦2人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=3013）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=339）

息子・娘との２世帯

（n=1079）

その他（n=1222）

中村(n=2181)

東山(n=719)

具同(n=1259)

東中筋(n=243)

中筋(n=304)

八束(n=380)

下田(n=671)

蕨岡(n=255)

後川(n=395)

大川筋(n=196)

富山(n=210)

津大(n=279)

江川崎(n=483)

高い（5点） やや低い（4点） 低い（0～3点） 無回答

性
別

年
齢
区
分
別

介
護
区
分
別

地
区
別

世
帯
類
型
別
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